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本研究は、 2011年の兵庫県における祖父母世代を対象と した子育て意識の調査及びその結果に基づいた2014年のイ ンタ

ビュー調査から、 世代間交流と しての子育て支援に関する祖父母世代の意識を明確に知り、 その結果に基づいて、 これか

らの子育て支援方策の示唆を得よう とするものである。 子育て支援に関するアンケート調査やイ ンタ ビュー調査を踏まえ、

約 6 割の祖父母世代は、 親族以外の子育て支援を望んでいるが、 そのきっかけがないこ と、 また、 その思いをもちながら

自分からという より も依頼されるこ と を望んでいるこ と、 また、 ふさわしい子育て支援ができるよう なスキルを身につけ

たいと願っているこ とが明らかとなった。 さ らに、 責任を担わず、 気軽に出来るこ とで手助けをしたいという思いをも っ

ているこ とが明らかとなった。 少子高齢化を現代的特性と して捉え、 それぞれにと って双方向性をもった恩恵と世代継承

を含めた理念を明確にして子どもをめぐる世代間交流の実現を考えていく重要性が明らかとなった。 
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Key words : child rearing, grandparents, intergenerational exchange, attitude for child rearing 

1 . 問題と目的
現代の子育ての不安は、 子育て世代の孤立であると言

われている。 また、 祖父母世代である祖父母世代の孤立

も多く語られている。 ここでは 「孤立」 という共通して

見出される言葉から、 人間の成長の世代における切り離

しによる問題が浮かび上がってく る。 すなわち、 都市化

による核家族の子育て世代、 祖父母世代化による独居老

人問題等、 現代の人間的なコ ミ ュニテイーの崩壊と も言

える状況が次世代を育むという人間と しての大きな課題

となっている。 子育て世代 ・ 祖父母世代双方の孤立をつ

なぐひとつの希望と して 「子どもをめぐる」 という軸が

見出されるのではないだろう か。 そして、 こ こにこそ、

地域コ ミ ュニテイー を復活させ、 次世代へとつなぐ方策

が見出されるのではないだろう か。

現在の祖父母世代の意識について、内閣府 (2015) 平
成26年度版高齢社会白書によると、 祖父母世代の世代間
交流について、 約 6 割が若い世代との交流に参加したい
と考えており、 平成15年に比べると7.2ポイ ント増加し
ているこ とが報告されている。 しかし、 この結果は、 子

育て支援に限定したものではない。

祖父母世代の子育て支援に関する研究について、 これ

まで、 本研究グループでは、 アンケート調査によ る 「世

代間子育て支援に関する研究 祖父母世代の子育て意識

調査 」 (2011) やイ ンタ ビュー調査による 「世代間交
流の活性化をめざした高齢者支援事業一子育て支援への

参画を介して」 (2014) を報告してきた。 本稿では、 そ
れらの結果を再考し、 祖父母世代による子育て支援への

意識を明らかにし、 地域の子育て支援施策の示唆を得る

こと を目的とする。

これまで、 祖父母世代の子育て支援に関する先行研究

と しては、 小川 (2008) がシルバー人材センターの受託
事業と しての育児サービスに関する実践を報告し、 子育

て支援を介した地域コ ミ ュニテイー の可能性を示してい

る。 また、 内田ら (2012) は、 高齢者の育児支援活動が
心身の健康に効果があるこ と を報告している。 田淵ら

(2013) は、 エリ クソ ンの発達課題に基づき世代を継承
していく 世代性について実証的に論考し、 世代間交流行

動の機会を作ることで世代性発達を促進する可能性を示

している。 大西 (2013) は、 祖父母世代が 「自分自身の
背景により、 今子育て中の親世代へ何らかの助けを行い

たいと思っている」 一方、 「子育て中の親子世代を学ぶ」

必要性も感じているこ と を指摘している。 具体的な支援
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内容と して、 わらべう たを中心と した子育て支援の意味

について言及している。 また、 横川ら (2015) は、 幼稚
園での子育てひろばにおける兵庫県の 「まちの寺子屋師

範塾」 の事例から、 祖父母世代の気づきから、 地域の子

育て支援活動へのつながりのための契機と しての場の必

要性と双方の世代を繋ぐ役割の重要性を示している。

以上のよう に、 子育て支援にかかわる祖父母世代の意

識についての研究から場の設定ときっかけについての必

要性を示唆されている。 そこで、 本研究では、 まず現代

の祖父母世代は子育てについてのどのよう な意識をもち、

考えをもっているのか、 その点を明らかにし、 少子高齢

化における今後の子育て支援の方策の一助とすること を

目的とする。 

2 . アンケート調査
( 1 ) アンケート調査の方法
平成23年度兵庫県子育て支援調査研究事業の委託によ
るアンケート調査をおこない40才以上を対象と して調査
用紙を兵庫県全県にわたり2082通配布し、 1462通回収し
た。 回収率は、 70.2%である。
アンケートは大き く次の 5 つの内容、 34問から構成さ

れている。 内容は、 ( 1 ) 年齢や生きがい感など回答者の
現在の様子についての設問、 ( 2 ) 回答者のこれまでの
ボラ ンティ ア活動等についての設問、 ( 3 ) 現在の子育
て環境について回答者の考えを尋ねる設問、 ( 4 ) 回答
者の孫とのかかわり について尋ねる設問、 ( 5 ) 回答者
とその家族についての設問である。 また、 自由記述と し

て、 「親と祖父母の立場の相違」 「支援関係で良好な関係

を築く ための工夫」 「子育てについて日頃思う こ と ・ 見

聞き して思う こ と」 についてそれぞれ項目を設けて記述

する方法をと った。 対象は表 1 のとおりである。 
表1 -1 年齢別 表1 - 2 性別

件数 
(人) 

割合 
(%) 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳代 

80歳代 

90歳以上 

無回答 

78 

181 

638 

444 

57 

1 

55 

5. 4 

12. 4 

43. 9 

30. 5 

3. 9 

0. 1 

3. 8 

合計 1454 100. 0 

件数 
(人) 

割合 
(%) 

女性 

男性 

無回答 

979 

425 

50 

67. 3 

29. 2 

3. 4 

合計 1454 100. 0 

( 2 ) アンケート調査の結果
①ボラ ンティ ア活動の参加について

ボラ ンティ ア活動への参加について、 複数回答可と し

てたずねた結果は表 2 のとおり である。 
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表 2 ボランティ ア活動の参加状況
ボランティ ア活動内容 

(1454人) 
参加件数 

(件) 
参加割合 

(%) 
自治会 ・ 町内会活動 

高齢者支援の活動 

まちづく り活動 

子育て ・ 育児の支援活動 

防犯 ・ 生活安全活動 

文化伝承 ・ スポーツ復興活動 

民生委員 ・ 児童委員の活動 

障がい児 (者) 支援の活動 
自然 ・ 環境保護活動 

その他 

884 
485 
415 
362 
339 
314 
314 
279 
269 
128 

60. 8 
33. 4 
28. 5 
24. 9 
23. 3 
21. 6 
21. 6 
19. 2 
18. 5 
8. 8 

合計 3789 260. 6 

ボラ ンティ ア活動 (個人 ・ 団体どちらでも) 等への参
加について、 子育て ・ 育児の支援活動は24.9% となって
いる。 多 く は、 60.8%が自治会や町内会での活動、 続い
て33.4% が高齢者支援の活動に参加している。 また、 用
意した選択肢いずれに関しても、 20%前後がその活動を
していると回答している。 これらの結果から、 一人の回

答者が複数の活動をおこなっているこ とがう かがえる。

また、 兵庫県で実施している子育て支援関係の活動の

認知については以下のとおりである。 

表 3 兵庫県における活動への認知 (%) 

講座名称 
詳しく 
知つている 

それなりに 
知つている 

あまり 
知らない 

まったく 
知らない 

無回答 

「フ ァ ミ リー ・ サポー

ト ・ センター」 という 
子育て支援事業 

8. 5 29. 5 25. 9 30. 3 5. 8 

兵庫県の 「まちの寺子 
屋師範塾」 という子育 
て支援事業 

2. 3 12. 9 29. 8 47. 8 7. 2 

兵庫県の 「ひようご絵 
本の伝承師」 という子 
育てに関する養成講座 

1. 4 7. 6 26. 8 56. 1 8. 0 

これらのこ とから、 「フ ァ ミ リ ー ・ サポート ・ センター」

については、 38% の人が知つているが、 兵庫県で独自に
実施している子育て支援事業である 「まちの寺子屋師範

塾」 や 「ひよう ご絵本の伝承師」 は約70%の人が知らな
いという回答であった。 

②現在の子育て環境について

祖父母世代が感じている現代の子育て環境について、

子育ての難し さを感じているのか、 また、 昔と今の子育

て環境が変化しているのかについていずれも一 つだけの

選択で尋ねたとこ ろ、 表 4 , 5 の結果が得られた。 
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表 4 昔と比べて子育ての難しさを感じるか
件数 
(人) 

割合 
(%) 

大変そう思う 

少しそう思う 

あまりそ う思わない 

わからない 

変わっていない 

まったく そう思わない 

無回答 

463 
530 
243 
65 
46 
43 
64 

31. 8 
36. 5 
16. 7 
4. 5 
3. 2 
3. 0 
4. 4 

合計 1454 100. 0 

表 5 昔と今の子育て環境の変化 (%) 

子育て環境の内
;択肢 方 自 

が 分 
当 た 
て ち 
は の 
ま 頃 
る の 

現 
在 

は の 
ま 方 
る が 
当 
て 

か 目lJ 
わ も 
ら 現 
な 在 
い も 

わ 
か 
ら 
な 
い 

無 
回 
答 

a. 子育てにお金がかかりすぎる 4.0 59.1 21.7 6.5 8.7 

b. 安心して子どもを遊ばせる場所がない 4.5 65.6 16.7 4.1 g.1 

c. 親の労働時間が長く て子育てに時間をかけられない 9.7 40.0 29.3 10.5 10.6 

d. 母親ひとりに子育ての負担がかかっている 31.6 15.9 34.9 7.4 10.2 

e. 社会全般が子育てに対して理解がある 12.7 43.0 23.5 9.4 11.3 

f 仕事と子育ての両立が難しい 18.1 23.4 40.1 8.6 9.8 

g. 子どもを保育所に入れにく い 8.7 36.6 19.1 24.3 11.3 

h. 子どもに対する家庭のしつけ力が低い 2.6 68.6 12.4 6.3 10.0 

1. 子どもに対する地域社会のしつけ力が低い 2.9 67.8 12.7 7.1 9.6 

j. 気軽に子どもを預けられる人や場所が多い 23.9 28.3 18.1 20.2 9.6 

k. 子どもを社会で育てるという雰囲気がある 29.9 23.7 19.3 17.9 9.3 

表4 の 「大変そう思う」 (31.8%) と 「少しそう思う」
(36.5%) をあわせ、 7 割近く の人が、 今の子育ては、
以前の子育てをしていた頃 ( 自分たちが子育てしていた
時代) より も大変そう だと感じているこ とが分かる。
また、 表 5 の子育て環境の変化について、 現在の方が

当てはまるものと して、 「h. 子どもに対する家庭のしつ
け力が低い」 (68.6%) 、 「1. 子どもに対する地域社会の
しつけ力が低い」 (67.8%) のように、 「しつけ力の低さ」
に関する項目が多 く 選択されている。 また、 「b. 安心し
て子どもを遊ばせる場所がない」 (65.6%)、 「a. 子育て
にお金がかかりすぎ」 (59.1%) が続いている。 さ らに、
「e. 社会全般が子育てに対して理解がある」 (43.0%) と
いう現代的な特徴と当時に、 「c. 親の労働時間が長く て
子育てに時間をかけられない」 (40.0%) と感じている
人も比較的多い、 という危惧を抱いているこ とがわかる。

一方、 昔と変わらないこ と と して、 「 f 仕事と子育て
の両立が難しい」 (40.1%) や 「d. 母親ひとりに子育て
の負担がかかっている」 (34.9%) が見られ、 子育てに
おける問題が時代が変わっても不変であるこ と も明らか

になった。 
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③子育て支援参加について

祖父母世代の子育て支援についての考え方と して、 支

援そのものをしたいのか、 という点で 「親族以外で子育

て中の方がいれば、 手伝いたいと思いますか」 という質

問を行った。 その結果は表 6 のとおり である。 

表 6 親族以外の子育てを手伝いたいと思うか

件数 
(人) 

割合 
(%) 

大変そう思う 

少しそう思う 

あま りそ う思わない 

まったく そ う思わない 

すでに手伝っている 

わからない 

無回答 

94 
444 
409 
131 
117 
163 
96 

6. 5 
30. 5 
28. 1 
9. 0 
8. 0 

11. 2 
6. 6 

合計 1454 100. 0 

このよう に、 「大変そう思う」 (6.5%) と 「少しそう
思う」 (30.5%) をあわせると37%の人がそのよう に感
じているこ とがわかる。

次に、 すでに子育て支援に関わっている人117名に、
親族以外の子育てを手伝おう と思った理由について、 す

べてあてはまるもの複数回答を選択しても らったと こ ろ

表 7 のよう になった。 

表 7 子育て支援に参加した理由

動機 (複数回答可) 回答数 (件) 当てはまる (%) 

子どもと関わりたい 

社会参加 ・ 交流 

何かをしたかった 

子育て経験を生かす 

困っている人をみた 

思い出して関われる 

資格を生かす 

収入のため 

その他 

無回答 

49 

48 

45 
43 
31 

28 

15 

10 

17 

2 

41. 9 

41. 0 

38. 5 

36. 8 

26. 5 

23. 9 

12. 8 

8. 5 
14. 5 
1. 7 

合計 288 246. 1 

この結果から、 「子どもと関わりたい」 「社会参加や交

流したい」 「何かをしたかった」 「子育て経験を生かす」

という思いが多 く みられるこ とがわかった。

また、 すでに子育て支援を実施している人以外の1337 
名に子育て支援に参加が出来ない理由についてあてはま

る理由のすべてを複数選択してもらった結果が表 8 であ
る。 
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表 8 子育て支援に参加できない理由

理由 (複数回答可) 回答数 (件) 回答割合 (%) 
参加する時間がない 

アクシデン トがおこると面倒 

きっかけがない 

親がするこ と 

情報がない 

関わりが苦手 

世話の経験がない 

その他 

無回答 

322 
288 
465 
155 
111 
72 
56 

140 
65 

25. 9 
23. 2 
37. 5 
12. 5 
8. 9 

5. 8 
4. 5 

11. 3 
5. 2 

合計 1674 135. 0 

この結果から、 「き っかけがない」 が37.5 % と最も多
く あり 、 あとは、 「参加する時間がない」、 「アク シデン

トがおこると面倒」 といった理由が続く 。 

以上のことから、 子育て支援への関心と意欲はあるに

も関わらず、 支援をするきっかけがない、 という状況が

明らかとなった。 しかし、 兵庫県でも祖父母世代が子育

て支援事業に関わる方策を打ち出しているものの、 認知

度が低く 、 十分機能していないこと も明らかとなった。 

④孫や子ども (親世代) との関わりについて
次に、 祖父母世代が親族への子育て支援と してどのよ

う に感じているのか、 子育て中の孫の親に対してしてい

るこ とは、 どのよう なこ とで、 どれく らいの頻度でおこ

なっているかを、 実際に 「孫がいる」 と答えた965人を
対象にたずねた。 選択肢は、 「一緒に買い物に出た際の

一緒に外食をした際の支払いをする

一緒に買い物に出た際の支払いをする

食材や果物など少 し高額な食品を届ける

孫の病気や健康状態について相談にのる

孫の しつけ方について相談にのる

日頃のグチ を き く

孫の教育について相談にのる

孫の教育 - 養育に関して、 経済的支援をする

おこずかいを渡す

育児をめぐる夫との対立について相談にのる

支払いをする」 「一緒に外食をした際の支払いをする」

「おこずかいを渡す」 「食材や果物など少し高額な食品を

届ける」 「孫の教育 ・ 養育に関して、 経済的支援をする」

「孫の教育について相談にのる」 「孫のしつけ方について

相談にのる」 「孫の病気や健康状態について相談にのる」

「育児をめぐる夫との対立について相談にのる」 「日頃の

グチをき く」 の10項目であった。 また、 この10項目につ
いてどれく らいの頻度でおこ なっているか、 あるいはお

こなってきたかについて 「一週間に三回以上」 「一週間

に一回程度」 「ーケ月に数回程度」 「年に数回程度」 「ほ

と んどいない」 という 選択肢から選ぶよう に求めた。 結

果は図 1 のとおりである。
こ こにみられるよう に、 関わり回数と して、 「一週間

に三回以上」 あるいは 「一週間に一回程度」 という頻度

の高い選択肢はほとんど選ばれず (全て 5 %未満) 、 関
わる回数は相対的に少なかった。 関わり方については、

「一 ケ月に数回程度」 では、 「一緒に外食をした際の支払

いをする」 が14.2%、 「一緒に買い物に出た際の支払い
をする」 が13.0%であり、 一緒に時間を楽しむ項目が他
の項目より も相対的に高い割合なっている。 「年に数回

程度」 という 頻度においても、 「一緒に外食をした際の

支払いをする」 が62.3% と最も高い割合であり、 続いて
一緒に買い物に出た際の支払いをする」 50.2%、 「孫の
病気や健康状態について相談にのる」 46.0% 、 「食材や
果物など少し高額な食品を届ける」 42.9% 、 「おこづか
いを渡す」 35.2%、 「孫のしつけ方について相談にのる」
32.0%、 「孫の教育について相談にのる」 29.4%、 「日頃
のグチをき く 」 24.8%、 「孫の教育 ・ 養育に関して、 経

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

・一週間に三回以上 ロー週間に一 回程度 - - か月 に数回程度 - 年に数回程度 口ほとんどない - 無回答
図 1 子育て中の親世代 (親族) への関わり方とその頻度
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済的支援をする」 22.3% 、 「育児をめぐる夫との対立に
ついて相談にのる」 11.9%であった。 こ こで、 「孫のし
つけ方について相談にのる」 や 「孫の教育について相談

になる」 ついては、 「ほと んどない」 という 回答がそれ

ぞれ49.3%、 52.1%である。 以上のこ とから、 親世代は
祖父母から経済的な支援は受けている一方、 しつけや教

育に関するこ とでは相談をしていないこ とがわかる。

次に 「孫世代と支援関係で良好な関係を築く ための工

夫」 と して自由記述でたずねたとこ ろ、 以下のよう な結

果であった。

「息子の孫の為、 姑の私は一切口を出さない。」

「必要以上口に出さない。 自分自身がしっかり自立したおばあちゃ

んになる。」

「いちいち口出しはしない。 たのまれればいやな顔をせず引き受け

る。 但し意見を聞かれればア ドバイスする。」

「あまり口に出さない、 価値観を押しつけないこ と。」

「嫁の生活に対して何も云わないこ と。 (中略) 車に乗せてもらう
ときは、 ガソリ ン代と してお金を渡す。 外食のときもお金をはらう。」

「求められた時だけかかわる。」

「頼まれた時には気持ち良く O K をします、 という風に心がけてい
ます。 つかず離れずで距離を置く 。 余計な口出しはしない。」

「必要以上にかかわらず、 つかず、 離れずの状態を保っている。」

「頼まれなければ、 一切、 口も手も出さないが、 頼まれれば精一杯

の事はしてやるよう にしている。」

「相手の育児方針を尊重し、 あく までもサポートである事を自覚す

る。」

図 1 とこの自由記述からもわかるよう に、 祖父母らは
親族の孫世代の親、 すなわち実の子どもに対しては、 経

済的な支援は行うが、 余計な口出しはせず、 頼まれれば

喜んで応対する、 といった様子が伺われる。 

3 . イ ンタビュー調査
( 1 ) 手続きと対象
アンケート結果を受け、 主に祖父母世代の子育て支援

の意識の有り様について、 イ ンタ ビュー調査を実施した。 

対象は、 近畿圈内に居住している、 あるいは勤務してい

る50~ 80歳の合計50名 (男性19名、女性31名) の対象者
に、 イ ンタ ビュー内容と して、 ①子育て支援を実施して

いる方に、 実施しているきっかけは何ですか。 ②今の親

御さんの子育てについて、 どのよう に思いますか。 ③今

の親御さんの子育ては大変だと思いますか。 ④お孫さん

のいる方に、 ご自分のお孫 さんと他の子どもに関わる違

いはありますか。 ⑤どのよう にして、 祖父母世代が子育

て支援をできると思いますか。 ⑥子育て支援はボランティ

アでいいと思いますか。 という 6 点について尋ねた。 な
お、 倫理的配慮と して、 本人が特定されないこと、 本研

究以外には利用しないこと を明示し、 録音は、 相手の許

可が得られた場合に実施した。

各年齢 ・ 性別のイ ンタ ビュー者は以下の表 9 のとおり

である。 

表 9 イ ンタビューの年齢 ・ 性別 (人) 

男性 女性 計

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代
4
 
1
 
3
 
1
 

4
 
3
 
2
 
2
 

8
 
4
 
5
 
3
 

1
 
2
 

合計 19 31 50 

( 2 ) イ ンタビュー結果
①子育て支援に関する意見

祖父母世代の子育て支援に関するイ ンタ ビュー結果に

ついて、 祖父母世代自身の 「現代の子育てについて」 の

見方や 「子育て支援への関心について」、 そしてこれか

らの 「子育て支援の方策」 の提言を表10にまとめた。 

表10 子育て支援に関する意見

現代の子育てについて 子育て支援への関心 子育て支援の方策 

情 

報 

・ 情報が多く てかえって不安 

になる 

・ 情報過多で何が必要か選択 

するのが大変 

子 

ど 

も 

が 

好 

き 

・子どもが好きなので、関わ 

りた 

・ 子どもの見守り を したい 

い 

・ 子育てをお手伝いできるよ 

うになりたい 

・ 自分の子育てを振り返って 

支援したい 

・ 時間ができたら手伝いたい 

・ 直接は難しいが裏方なら し 

たい 

場 

所 

の 

設 

定 

・ 多世代が自然にかかわる 

よ う な場所をつ く る 

・ 地域単位で人が集まれる 

場所をつく る 

・ 子ども を遊ばせながら茶 

話会のよ うな自然体の場を 

・ 近所で顔見知りの場所が 

いい 

地 

域 

安 

心 

・ 外で十分遊ばされない 

・ 地域に安心 して遊べると こ 

ろがない 

・ 犯罪に巻き込まれる危険性 

がある 

・ 地域との関係は希薄である 

・ 夫婦単位の子育てで、 近所 

のかかわりが少ない 

人 

の 

か 

か 

わ 

り 

・ 子育て しやすい環境に、 

セフテイーネ ッ ト となるよ 

うな支援を 

・ 不安に対応できる行政を 

・ 教育は親がして、 年寄り 

は見守るとい う役割を 

・ お互い様という気持ちを 

双方がもつ 

・ 子育ての必要な人と した 

い人をつなぐ 「人」 

・ 丁寧に子どもに手をかけ 

てあげたい 

母 

親 

支 

援 

・お母さんの様子を見守り た 

い 

・子どもと一緒にするこ との 

楽しさ を伝えたい 

・子育てで孤立している人に 

声をかけたい 

・ かかわりのモデルになれた 

らいい 

・ お母さんからの感謝がうれ 

しい 

自 

然 

体 

の 

子 

育 

て 

ス

ト

レ

ス

・ 自然体の子育てが難しい 

・ 子育てに神経質になつてい 

る 

・ 求めれば社会的援助が受け 

やすい 

・ 自然なサポート体制がない 

・ 子育て自体がス ト レスにな 

っている 

・ 親自身が心豊かに向き合い 

にく い 

・ 母親の役割が重く なつてい 

る 

・ 経済的苦労がある . 

参 

加 

の 

き 

か 

け 

づ 

く 

り 

・ き っかけづ く り を考える 

・ 具体的な募集、 声かけ 

・ 緩やかな登録で高齢者が 

気軽に参加できる仕組みを 

・ 回覧板での応募情報収集 

・ 見学から受け付ける 

・ 自分からは言いにく いの 

で友人等から声をかけても 

ら う 

・ 自由参加形式で参加可能 

に 

世 

代 

交 

流 

・ 社会貢献になる 

・ 支援をとお して同世代と も 

交流したい 

難 

し 

い 

・体力的に大変で責任が重い 

・ 小さい子はこわい 

・ かえって迷惑をかけたら、 

と思って しま う 

親 

の 

態 

度 

・ 接し方を知らない 

・ 子どもへの目が厳 しい 

・ 自分の子どもだけを見てい 

る 

・ しっかり向き合っていない 

待 

遇 

・ 支援者の待遇改善 
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この表から、 祖父母世代が思っている現代の子育てに

ついては、 情報が多 く あり、 かえって不安、 混乱を呼び

起こ し、 地域での安心や地域性に薄く 、 なかなか自然体

の子育てが出来ない状況で、 子育てがス ト レスになって

世代間交流としての子育て支援に関する研究
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いる、 という よう に子育てが難しい状況を認識している

こ とがわかる。 さらに、 親自身も子どもとの接し方も知

らず、自分の子どもだけを見ている 「我が子主義」 であっ

たり、 しっかり と我が子とも向き合っていない状態であっ

たりするという 意見もあった。

そこで、 子どもへの関心もあり、 何とか支援をしたい

という思いはあり、 母親支援や世代間交流での社会支援

を望む一方で、 責任が重く 、 迷惑をかけるこ とになるの

では、 という消極的な意見もあった。 しかし、 子育ての

親子を自然なかたちでサポート したいという思いが多 く

あり、 各祖父母世代に見合った様々な形での応援の方法

が示唆された。 それらを整理すると、 自然な出会いをつ

く れる場所の設定や、 子育てする人と支える人と をつな

ぐ人の設定や双方の役割の相違をもつこと、 子育て支援

に参加したいが、 そのきっかけがないという点は、 アン

ケートにも共通に見られた。 以下にその点について見て

みよう。

②子育て支援のきっかけについて

a. 声をかけてほしい
「知り合いから声をかけてもらう と入りやすい、 知り合いがいると

安心」 (50歳代女性、 60歳代女性、 60歳代男性)
「個別の依頼があった方が出やすい。」 (60歳男性)
「 (基本はした く ないけ ど、 ) こ んなんがあるけど、 こんなこ と して

も らえる ? そうすると、 でき る、 できない、 と考えていける」

(60歳代男性)
「頼まれたら しまし よう か、 という感じ。 支援ルームで 0 0 のこ と
をしても らいたい。 それを募集して、 (どんな風にするのか) 見学

にも来てみてく ださいなど」 (50歳代男性)
「隣の児童館がボラ ンティ ア募集とか出してもらう。 自分からは言

いにくい。」 (50歳代女性)
「一人では行き難いが、近所で誘ってく れる人がいると、自然に行っ

てみようかなと思える」 (70歳代女性)
「大きな組織で顔も知らない人の中には出て行きにく い。 自分だけ

がこれをやり ましよう とは言いにく い。 住んでいる隣近所で、 こ ん

なこ と をしてみま し よう かと声かけをしてもら って、 何をどんな風

にという 、 みんなでの取り組みを具体的に示してもらえると、 じや

あ私はこの時間にお手伝いが出来ると (80歳代女性)」
「発起人とかが声をかけて く ださ る人があるとよいかも。 自分から

は難しい。 緩いかたちで始まると しやすい。」 (60歳代女性)
「自分からオーガナイズするという ほどの積極性はないので、 でき

るこ と一絵本やお話しを読むとか、 お菓子を作る一を登録しておい

て、 声をかけてもらうのがいい」 (60歳代男性) 

このよう に、 参加したい気持ちはあるが、 自分から一 

人で、 という ことは難し く 、知り合いに声をかけてもらっ

たり、 具体的な方法を提示してもらったりするこ とで、

参加しやすく なるこ とがわかる。 

b. 特性 ・ 専門性を活かしたい
「祖母がいないお母さんはやはり大変なので、 そう いう おばあちゃ

んがわりになれるよう な関係を作れたらよいが」 (80歳代女性) 

16 

「地域でリ タイ アされた方の、 その道でのプロの技術や知識が活か

せる活動があるとよい」 (60歳代男性)
「子育て支援に関わる講座の受講したこ とがき っかけになった」

(50歳代女性)
「今回は子育て師範塾をやっているという のをイ ンターネ ッ ト で見

て募集したので、 よいきっかけとなったと思う。」 (60歳代女性)
「師範塾での近く で行けそう だったし、 50歳以上の募集がよかった。 
これまでの学童の指導員の経験が役立つと思った。」 (60歳代女性)
「自分の磨いてきたスキルを生かせるよう な特化したこ となど。 具

体的な問いかけなどがあれば、自分の持っているものを活かせてやっ

ていけるかも。」 (50歳代男性)
「子育て支援に関わる前に、 自分の力をつけるよう な場があると助

かる」 (50歳代女性) 

このよう に、 祖父母世代という立場 ・ 経験、 そして講

座等で培った力を是非活用して、 あるいは子育て支援に

関する力をつけて役立てたいという意見があった。 自分

の専門性や経験が活かせるという積極的な理由で活動に

参加した人が多いこ とからもわかる。 実際に行っている

活動内容についても、 つどいの広場や一時預かり、 親子

イベントの講師などのよう な子育て経験や保育等の専門

性が必要と される場合が多いという 意見もあった。 

c. その他子育て支援の方策と して
「地域の小学校区でそう いう ボラ ンティ アの人材バンクを作るとか、

あるいは町内会で人のリ ス ト を作るなど地域の力を生かしてやって

いけるシステムを作るとよい」 (50歳代女性)
「回覧板などで募集の案内を回して参加者を募る」 (60歳代女性、

60歳代男性、 70歳代女性、 80歳代男性) 

以上のよう に、 回覧板等で募集をして登録する方法が

具体的に示されたが、 以下のよう に、 その他子育て支援

の場を設置して、 自由に出入りできる方策も提示された。 

「第一歩を踏み出すのはすごく難しい。 たとえば、 地域の民生委員

などから (声をかけてほしい)。 自分のやっているボラ ンティ アな

どに友人も取り込んでいきたい。 同じ年齢層同士での集まりのよう

なものにしたい。」 (50歳代女性) 、
「団地などでは自然発生的に生まれて、 自分の子と一緒に預かって

もらえるこ とがあった。 そう いう つながりがない場合、 固い組織で

なく緩やかな一。」 (60歳男性)
「子どもを遊ばせながら、 茶話会などに発展して一公園などお父さ

んたちのつながりがぱらぱら出来てい く のがよいのでは・ ・子どもが

小さい頃は団地でそういう事がやりやすかった」 (50歳代男性)
「マ ンシ ョ ンなどではみんなが集まれる場所でそこに行けば必ず誰

かがいるよという よう な所 (をつく る)。 マ ンシ ョ ンの内部だとやり

やすいかも しれない。 人間の関係が疎遠になって、 かかわらないで

おこ う になっているので、 手を出してもいいのかしらとか、 面倒な

こ とになったら困るとかになってしまっている。 地域で何か出来る

とよい。 マ ンシ ョ ンなどでは祖父母世代用に何日の朝ごはんをみん

なで食べる。 そう いう とこ ろに小さい子どもを育てているお母さん

も参加できると、 心配なこ と を相談したり、 おしやべり もできる」

(60歳代女性) 、
「祖父母世代の出来る場をつく ってもらえれば、 時間など指定せず、



世代間交流と しての子育て支援に関する研究

体調が許す時に自由に参加のよう な形式でしてもらいたい。」 (80 
歳代女性)
「テーマがはっきり していると参加しやすい、 地域活動も毎回と言

う と しんどいので、 テーマごとにスポッ ト的に参加するという形も

考えられるのではないか」 (60歳代男性)
「保育所や小学校も含めて、 祖父母が自由にとまではいかないけれ

ど参加できるよう な、 地域で寄ってたかって応援するよう なものが、

頻繁にあるといい」 (60歳代男性) 

4 . 考察
兵庫県内では、 社会的な子育て支援に関わりたいと考

えている祖父母世代が 4 割以上おり、 潜在的なニーズが
高いことが明らかとなった。 これは、 内閣府の報告にも

あるよう に、 年々増加するこ とが予測される。 このよう

な人々を対象に世代間交流を含めた子育て支援について、

少子高齢化の現象をふまえた政策が本格的に考えられる

時期にきているのではないかと思われる。 このよう に、

今の子育て環境については、 祖父母世代のいずれもが情

報は少なく ても、 世代間で協力しあえた昔に比べて、 現

代は大変子育てし辛い状況であり、 子育ての難しさを祖

父母世代も認めており、 出来る範囲で何とか支援をした

いという気持ちを知るこ とができた。

一方、 そのよう な祖父母世代のパワーを十分活用して

ない実態も明らかとなった。 また、 我が子の孫について

は、 直接口出しをするこ とがはばかれる場合もあり、 自

分の孫ではなく 、 社会的な子育て支援に参加するという

点が円滑な支援であること も言える。 先行研究からも子

どもに関わるこ とは祖父母世代にと っても生き甲斐やエ

ンパワメ ントになるといった指摘もあり、 幼い子どもを

めぐって子育て世代とかかわる重要性があろう。 これま

でのイ ンタ ビューからも、 子育て支援を経験した方は、

子どもから与えられる喜びが生きがいになっているこ と

がわかった。

さ らに、 子育ての親子を自然なかたちでサポート した

いという思いが多 く あり、 各祖父母世代に見合った様々

な形での応援の方法があるこ とが示唆された。 そのため

には、 システムと して、 子育て支援したい祖父母世代と

子育てを必要とする子育て中の親子をつなぐフアシリテー 

タ一 的な機能をも った人材が必要であるこ と も明示され

た。 具体的には、 情報の公開、 人材登録システムをさ ら

に身近なものと して気軽に活用できるよう にし、 声をか

けて、 緩やかな形での参加ができるこ と を考慮する必要

がある。 また、 参加のきっかけと して、 回覧板等を利用

した声かけや登録方法といった自由な参加形式を望んで

いるこ と も明らかとなった。 また、 支援する側がより技

術を向上したり新しい取り組みを望んだり した時に、 例

えば行政等が仲介となるこ と も必要であろう。 その手立

てと して、 出会いをつく れる場所の設定や、 子育てする

人と支える人と をつなぐ人の設定が必要と される。 この
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よ う な場の提供や祖父母世代と子育て支援をつな ぐ人と

いった課題は、 以前から指摘されているが、 さらに祖父

母世代が参加しやすいよう に実際に声をかけ、 仲間と と

もに子育て支援事業に参加できるよう な気軽な雰囲気づ

く り が必要であろう 。 さ らに、 子育て支援のスキルア ッ

プも含めた祖父母世代を対象と した 「地域子育て支援講

座」 等を積極的に提供するこ とが必要である。 これは、

核家族や地域の喪失で失われてきた世代継承を実現する

ものと しての地域コ ミ ュニテイー の創設を示唆するもの

である。 すなわち、 身近な地域の子どもたちとの関わり

をとおして、 子育てに参加し、 地域資源と しての世代間

子育て力や多世代による子育て力が形成されていく 必要

性があり、 子育て支援を 「世代間交流をとおした継承と

創造」 の場と して捉えることが重要であろう。 今後、 さ

らにその方策について考えていきたい。 
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